
今
、伝
え
た
い
。

春
日
井
の
民
俗
芸
能

大
切
に

受
け
継
が
れ
て
き
た
、

地
域
の
日
本
文
化

　

皆
さ
ん
は
春
日
井
の
民
俗
芸
能
を

知
っ
て
い
ま
す
か
。

民
俗
芸
能
と
は
、
地
域
社
会
の
中
で
、

住
民
の
信
仰
や
風
習
と
結
び
つ
き
な
が

ら
伝
承
し
て
き
た
芸
能
の
こ
と
で
す
。

そ
の
種
類
は
さ
ま
ざ
ま
で
、
各
地
域
に

郷
土
色
豊
か
な
民
俗
芸
能
が
伝
承
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
の
住
む
春
日
井
で
も
、
古
く

か
ら
続
く
民
俗
芸
能
が
あ
り
ま
す
。
継

承
が
危
ぶ
ま
れ
た
時
代
を
乗
り
越
え
な

が
ら
、
数
百
年
に
わ
た
っ
て
、
世
代
交

代
を
重
ね
て
こ
の
地
で
受
け
継
が
れ
て

き
ま
し
た
。

　

今
回
の
特
集
で
は
、
先
人
が
大
切
に

つ
な
い
で
き
た
民
俗
芸
能
の
歩
み
や
、

そ
の
芸
能
を
後
世
に
伝
え
る
た
め
に
活

動
し
て
い
る
人
た
ち
の
思
い
を
紹
介
し

ま
す
。

今
、伝
え
た
い
。

春
日
井
の
民
俗
芸
能

文
化
財
課
☎
３
３
ー

１
１
１
３

文
化
財
課
☎
３
３
ー

１
１
１
３

特集
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小木田の棒の手
棒の手 …
　尾張や西三河に伝わる民俗芸能で、刀や槍、十手などを使って武芸
を披露し、寺社に奉納するもの。

　

棒
の
手
の
起
源
は
諸
説
あ
り
ま
す
が
、
祭
礼

で
邪
気
を
は
ら
う
行
為
が
起
源
で
あ
る
と
す
る

説
や
、戦
国
時
代
に
野
盗
か
ら
村
を
守
る
た
め
、

武
士
が
農
民
に
武
芸
を
指
導
し
た
の
が
始
ま
り

と
す
る
説
が
有
力
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

市
内
で
「
棒
の
手
」
と
い
う
名
が
使
わ
れ
始

め
た
の
は
、
文
政
８
年(

１
８
２
５
年)

か
ら
で

あ
る
と
い
わ
れ
て
お
り
、
市
内
各
地
に
は
さ
ま

ざ
ま
な
流
派
の
棒
の
手
が
伝
承
さ
れ
ま
し
た
。

嘉
永
５
年(

１
８
５
２
年)

に
は
、
広
い
範
囲

の
村
が
参
集
し
た
大
会
が
開
か
れ
た
と
い
う
記

録
も
残
っ
て
い
ま
す
。

　

明
治
時
代
以
降
は
、
太
平
洋
戦
争
な
ど
の
影

響
で
一
時
衰
退
し
ま
し
た
が
、
戦
後
、
棒
の
手

を
復
活
し
、
次
世
代
に
受
け
継
ぐ
た
め
、
市
内

で
も
多
く
の
保
存
会
が
再
興
さ
れ
ま
し
た
。

小木田棒の手保存会

市
内
各
地
で
伝
承
さ
れ
る
棒
の
手
で
す
が
、

中
で
も
「
小
木
田
の
棒
の
手
」
は
、
戦
国
時
代

末
期
の
実
践
的
な
古
武
術
の
型
を
そ
の
ま
ま
伝

承
し
て
い
ま
す
。
伝
承
の
方
法
は
口
伝
を
基
本

と
し
ま
す
が
、
相
伝
目
録
な
ど
、
歴
史
的
に
貴

重
な
文
献
が
保
存
さ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
県

の
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
流
派
で
あ
る
源
氏
天
流
が
小
木
田
町
へ

伝
わ
っ
た
理
由
は
明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま
せ
ん

が
、
明
治
21
年
に
小
木
田
神
社
の
祭
礼
行
事
で

奉
納
さ
れ
て
以
来
、
今
日
ま
で
伝
承
さ
れ
て
き

た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

現
在
で
は
、
小
学
生
か
ら
大
人
ま
で
約
20
人

が
参
加
す
る
小
木
田
棒
の
手
保
存
会
。
秋
に
行

わ
れ
る
祭
礼
で
の
奉
納
や
春
日
井
ま
つ
り
で
の

披
露
に
向
け
て
、
日
々
稽
古
に
励
ん
で
い
ま
す
。

棒の手をやっていて一番うれしいこと
は、お客さんが盛り上がってくれるこ
とです。小木田の棒の手の特徴は、静
と動のメリハリがはっきりした激しい
打ち合い！
老若男女問わず、1人でも多くの方に
見ていただきたいです。

平成 6 年平成 6 年

昭和 33 年昭和 33 年

林昭司さん

市
内
棒
の
手
の
歴
史

小
木
田
の
棒
の
手
の
歩
み

10月第2日曜日▶ 小木田神社・貴船神社祭礼(小木田町・貴船町)

小木田棒の手保存会…………… 源氏天流

出川町棒の手保存会…… 直師夢想東軍流

玉野郷土芸能保存会……………… 神影流

外之原上棒の手保存会…………… 検藤流

大留下棒の手保存会……………… 東軍流

神屋町棒の手保存会……………… 真影流

細野検藤流棒の手保存会………… 検藤流

市内の棒の手保存会

おぎたのぼうのて

　　おぎた

　てがわちょう

   たまの

　　とのはらかみ

　おおどめしも

  かぎやちょう

　ほそのけんとうりゅう

げんじてんりゅう　

じきしむそうとうぐんりゅう　　

しんかげりゅう

けんとうりゅう

とうぐんりゅう

しんかげりゅう

けんとうりゅう

じって
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外之原中区獅子神楽
獅子神楽 …
　獅子の頭を御神体とし、それを舞わすことを儀式の中心とする
神楽。その起源は、獅子によって悪魔をはらうためだったとされる。

　

外
之
原
中
区
獅
子
神
楽
の
現
存
す
る
最
も
古
い

記
録
は
明
治
６
年
で
す
が
、
実
際
に
は
江
戸
時
代

か
ら
続
い
て
い
る
と
言
い
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

か
つ
て
農
業
が
盛
ん
で
あ
っ
た
外
之
原
区
で
は
、

厄
除
け
や
五
穀
豊
穣
を
祈
る
も
の
と
し
て
獅
子
神

楽
が
伝
承
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

白
山
神
社
で
の
祭
礼
時
に
は
、
八
大
龍
王
の
祠

か
ら
白
山
神
社
ま
で
を
笛
と
太
鼓
の
音
頭
で
は
や

し
な
が
ら
進
み
、
神
社
の
境
内
で
は
獅
子
舞
が
演

じ
ら
れ
ま
す
。外
之
原
中
区
獅
子
神
楽
の
特
徴
は
、

獅
子
が
女
獅
子
で
あ
る
こ
と
。
内
股
で
中
腰
の
姿

勢
で
舞
う
獅
子
は
、
上
品
で
奥
ゆ
か
し
く
感
じ
ら

れ
ま
す
。

　

江
戸
時
代
か
ら
、
一
度
も
途
絶
え
る
こ
と
な
く

伝
承
さ
れ
て
き
た
外
之
原
中
区
獅
子
神
楽
。
現
在

は
小
学
生
か
ら
獅
子
歴
50
年
の
ベ
テ
ラ
ン
ま
で

が
、
一
緒
に
な
っ
て
伝
統
を
守
っ
て
い
ま
す
。

伝統は簡単につくれるものではありません。
新しいものも取り入れながら、みんなで楽
しく、協力して残していきたいですね。
時間があったら例祭に来てみてください。
ぜひ一度見ていただけたらうれしいです。

原
科
弥
寿
彦
さ
ん

石
原
清
さ
ん

外之原中区獅子神楽伝承会

伊多波刀神社奉納流鏑馬
流鏑馬 …
甲冑に身を包み、走る馬から矢で的を射る武術。平安時代末期に
かけて、武士が馬術と弓術を身につける訓練方法として盛んに行わ
れた。

　

伊
多
波
刀
神
社
奉
納
流
鏑
馬
の
起
源
は
は
っ
き

り
と
は
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
16
世
紀
頃
、
豪
族
や

武
士
た
ち
が
戦
勝
の
願
を
掛
け
、
そ
の
成
就
の
お

礼
と
し
て
流
鏑
馬
を
奉
納
し
た
こ
と
が
始
ま
り
で

あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

江
戸
時
代
に
は
、
伊
多
波
刀
神
社
の
神
宮
寺(

現

在
の
田
楽
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
場
所)

で
参
拝
後
、
流

鏑
馬
を
奉
納
し
て
い
ま
し
た
。
こ
の
様
子
は
江
戸

時
代
の
絵
図(

左
上
図)

に
も
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

明
治
以
降
は
時
代
の
流
れ
に
よ
り
衰
退
し
ま
し

た
が
、
昭
和
25
年
に
市
の
無
形
文
化
財
第
一
号
に

指
定
さ
れ
た
の
ち
保
存
会
が
結
成
さ
れ
、
平
成
５

年
に
立
射
に
よ
る
奉
納
流
鏑
馬
神
幸
が
復
活
。
令

和
元
年
に
は
、
走
る
馬
か
ら
矢
で
的
を
射
る
奉
納

流
鏑
馬
を
約
１
３
０
年
ぶ
り
に
実
現
さ
せ
ま
し
た
。

　

時
を
超
え
て
復
活
を
果
た
し
た
大
迫
力
の
流
鏑

馬
は
、
今
年
も
伊
多
波
刀
神
社
例
大
祭
で
見
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

伊多波刀神社奉納流鏑馬保存会

昭和 50 年昭和 50 年
10 月 15 日に近い日曜日▶ 白山神社例祭 (外之原町 )

いたはとじんじゃほうのうやぶさめ

※
 

神
社
に
付
属
し
て
建
て
ら
れ
た
寺

とのはらなかくししかぐら

ほ
こ
ら

※

県内で流鏑馬を行っている
地域は珍しいので、「春日
井といえばサボテンと流鏑
馬」と言われるくらい、盛
り上げていけたらと思って
います。ぜひ皆さんにも迫

力ある流鏑馬を見に来ていただきたいです。
これからも、流鏑馬をきっかけにした地域
のつながりを、世代を超えて紡いでいきた
いです。

曽我 豊さん

↓尾張名所図会 (1844)

10 月第 2月曜日▶ 伊多波刀神社例大祭 (上田楽町 )
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玉野町祇園祭(からくり山車)

山車 …
　神様を乗せて担ぐ神輿とは異なり、山車は神様が降りてくるための
目印であるとされている。古来の民間信仰では、「神は山岳や山頂の
岩や木を依り代として天から降臨する」と考えられていた。

　

玉
野
町
祇
園
祭
の
目
玉
は
、
な
ん
と
い
っ
て
も

か
ら
く
り
山
車
。
市
内
に
あ
る
山
車
は
、
内
々
神

社
の
「
御
舞
台
」
と
玉
野
の
「
か
ら
く
り
山
車
」

の
２
つ
の
み
で
す
。

　

玉
野
町
は
か
つ
て
経
済
的
に
豊
か
だ
っ
た
こ
と

か
ら
、
山
車
を
は
じ
め
と
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
民
俗

芸
能
が
生
ま
れ
た
と
言
い
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

か
ら
く
り
山
車
が
誕
生
し
た
の
は
、
明
治
元
年

の
こ
と
。
以
来
、
戦
後
も
祭
り
で
披
露
さ
れ
、
市

内
外
か
ら
の
見
物
客
を
魅
了
し
ま
し
た
。し
か
し
、

昭
和
34
年
の
伊
勢
湾
台
風
を
き
っ
か
け
に
青
年
団

が
解
散
し
た
こ
と
で
、
祇
園
祭
は
中
断
を
余
儀
な

く
さ
れ
ま
し
た
。
そ
こ
で
昭
和
45
年
、
有
志
の
メ

ン
バ
ー
に
よ
り
祇
園
祭
を
復
活
。
昭
和
48
年
に
は

保
存
会
を
設
立
し
ま
し
た
。

　

現
在
も
祇
園
祭
で
は
、
山
車
の
上
の
恵
比
寿
様

と
大
黒
様
が
祭
り
に
花
を
添
え
て
い
ま
す
。

伝統は、変わっていって良いものだと思い
ます。時代とともにやり方も変えて、若い
人にも気軽に来てもらえたらうれしいです。
皆さんも祇園祭へ遊びに来てみてください。

玉野郷土芸能保存会

梶田 元己 さん船渡 昌一 さん

小林 幸男 さん 小島 吉光 さん 梶田 滋隆 さん

↑明治元年に完成した
初代の山車。平成20年
に全面改修され、現在
の山車は2代目 (左 )。 7 月第 3土曜日▶ 玉野町祇園祭 (玉野町 )

みこし

お
ま
い
だ
い

たまのちょうぎおんまつり

だし

受
け
継
が
れ
た
伝
統
を
、

次
の
世
代
へ

　市文化財課では、後継者育成の
一環として、市内の小学校で「出前
講座」を開催しています。
　民俗芸能を見るだけでなく、保存
会との交流や実際の体験を通して、
民俗芸能活動に参加するきっかけ作
りをしています。

体験を通して伝える
「出前講座」

　

市
内
に
は
、
今
回
紹
介
し
た
も
の
以
外
に
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
民
俗
芸
能
や

保
存
会
が
あ
り
ま
す
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及
や
娯
楽
の
多
様
化
な
ど
に
よ
り
、
時
代
と
と
も
に

地
域
の
つ
な
が
り
が
希
薄
化
し
て
い
る
今
。
民
俗
芸
能
は
、
人
と
人
を
つ
な
ぐ

こ
と
が
で
き
る
貴
重
な
財
産
で
す
。実
際
に
今
回
紹
介
し
た
保
存
会
の
中
に
は
、

祭
礼
を
中
心
に
地
域
で
集
ま
り
、
そ
こ
で
生
ま
れ
た
人
脈
が
地
域
の
防
犯
な

ど
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
い
う
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。

　

先
人
が
つ
な
い
で
き
た
こ
の
貴
重
な
財
産
を
、
今
の
世
代
で
絶
や
し
て
し
ま

わ
な
い
よ
う
に
。
そ
し
て
、
こ
れ
か
ら
の
世
代
に
伝
え
て
い
く
た
め
に
。

　
一
度
、
自
分
の
住
ん
で
い
る
地
域
や
そ
の
歴
史
に
目
を
向
け
て
み
ま
せ
ん
か
。
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